
平成２４年交通事故状況

4,411人（12年連続して減少）

２００人（全国ワースト2位）

1,471件（2年連続して減少）

２9０人（　　　　　　　　）平成17年（６８2人）から
７年連続して減少

５人（２年連続して増加）

●全国の交通事故による死者数

●埼玉県の交通事故による死者数

●北本市の交通事故件数

▶交通事故による死傷者数

▶交通事故による死者数
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常
に
ひ
そ
む
、

交
通
事
故
の
危
険

事
故
×
家
族
の
悲
し
み

　
私
は
こ
れ
ま
で
交
通
課
員
と
し
て
多
く
の
交
通
事
故
に
か
か
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
故
が
あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
あ
る
町
で
夜
間
、
国
道
を
横
断
中
の
若
い
女
性
が
、
道
路
を

直
進
し
て
き
た
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
車
の

運
転
手
は
、
横
断
中
の
歩
行
者
に
全
く
気
付
か
ず
衝
突
し
、
歩
行
者
は

ほ
ぼ
即
死
の
状
態
で
し
た
。
署
に
運
ば
れ
て
き
た
こ
の
女
性
の
ご
遺
体

は
想
像
し
て
い
た
以
上
に
せ
い
惨
な
状
況
で
あ
り
、
私
は
あ
ま
り
の
事

故
の
む
ご
さ
に
声
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
ご
遺
体
を
女
性
の
旦
那
さ
ん
に
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
時
、
そ

れ
ま
で
、
明
る
く
ふ
る
ま
わ
れ
て
い
た
旦
那
さ
ん
が
、
し
ば
ら
く
何
も

話
せ
ず
、そ
の
場
に
座
り
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
故
に
立
会
い
、
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
改
め

て
感
じ
、事
故
の
悲
惨
さ
、残
さ
れ
た
家
族
の
悲
し
み
を
痛
感
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
は
日
々
の
積
み
重
ね

　
普
段
私
が
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
る
中
で
、
違
反
を
し
て
も
た
い
し

た
違
反
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
納
得
さ
れ
な
い
方
や
、
他
に
や
る
こ

と
は
無
い
の
か
と
尋
ね
る
方
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
事
故
は
少
し
の
違

反
や
気
の
緩
み
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
す
。

　
悲
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
私
た
ち
警
察
官
は
取
り
締
ま
り
な
ど

日
々
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

幸
せ
を
壊
し
た
く
な
い

　
今
年
に
入
り
、
鴻
巣
警
察
署
管
内
で
も
、
国
道
を
横
断
中
の
歩
行
者

が
車
と
衝
突
し
て
亡
く
な
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事

故
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
大
切
な
家
族
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら･･･

。
今

あ
る
幸
せ
と
隣
り
合
わ
せ
に
交
通
事
故
は
存
在
し
て

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
、
ご
自
身
の
運
転
や
交
通
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
し
っ
か
り
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
北
本
市
で
は
、
交
通
事

故
で
５
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
20
年
ゼ
ロ
だ
っ
た
死
亡

事
故
件
数
は
平
成
2１
年
、
22
年

２
件
、
平
成
23
年
４
件
、
平
成

24
年
５
件
と
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
交
通
事
故
は
死

亡
事
故
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
平
成
24
年
交
通
事
故
件
数

は
１
，４
７
１
件
、
そ
の
う
ち

特集

事
故
に
よ
る
負
傷
者
数
は
２
８

５
人
。
決
し
て
少
な
い
数
と
は

言
え
ま
せ
ん
。「
自
分
は
大
丈

夫
。
う
ち
の
家
族
に
は
関
係
な

い
」と
、
ひ
と
ご
と
で
か
た
づ
け

ら
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
度
起
こ
れ
ば
大
き
な
怪
我

を
負
わ
せ
、
人
の
命
を
奪
う
交

通
事
故
。
被
害
者
・
そ
の
家
族

に
与
え
る
悲
し
み
は
深
く
、
加

害
者
に
残
る
精
神
的
・
金
銭
的

な
影
響
も
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

ひとごとではない、
交通事故命のメッセージ

安全を守る現場から

　

こ
の
写
真
は
き
た
も
と
幼
稚
園

で
の
交
通
安
全
教
室
の
様
子
で
す
。

北
本
で
は
日
々
の
交
通
安
全
を
守

る
た
め
、
多
く
の
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

北
本
市
の
交
通
事
故
件
数
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
多
く
の

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
が
出
て

い
る
こ
と
も
事
実
。

　

北
本
市
か
ら
交
通
事
故
に
よ
る

悲
し
み
を
な
く
し
た
い
。
今
回
は

交
通
安
全
を
特
集
し
ま
す
。

鴻巣警察署
吉竹 理恵 さん
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北
本
市
の
交
通
事
故
の

現
状
を
知
る

北
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駅
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全
国
、
北
本
市
と
も
に
、
交
通
事
故
の
発
生

件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
も
同

様
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
北
本
市
で
は
交
通

事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
が
平
成
2１
年
か
ら
再
び

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
関
係
団
体
の
活
動
な
ど
に
よ
り
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
市
内
で
の
死
亡
事
故
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が（
８
月
１
日
現
在
）、
平

成
22
年
か
ら
平
成
24
年
の
過
去
３
年
間
で
交
通

事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
１１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
に
よ
る
死

亡
者
は
５
人（
約
4５
％
）。ま
た
、７
人（
約
６4
％
）

が
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
さ
ら
に
自
転
車

乗
車
中
の
高
齢
者
の
死
亡
者
数
は
、
４
人（
約

3６
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
人
口
に
占

　

北
本
市
の
平
成
22
年
か
ら
平
成
24
年
の
過
去
３
年
間
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
４
，４
８
８
件
、

人
身
事
故
の
件
数
は
８
１
３
件
で
す
。
死
傷
者
数
９
７
３
人
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
は
１
７
７
人
、
自
転

車
乗
車
中
は
２
５
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

め
る
高
齢
者
の
割
合
24
％
と
比
べ
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
６4
％
は
約
2.７
倍
、
3６
％
は
約
1.５
倍
と
高
く

な
っ
て
お
り
、
自
転
車
・
高
齢
者
の
事
故
が
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

自
転
車
乗
車
中
の
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、

信
号
無
視
や
交
差
点
で
の
一
時
停
止
違
反
、
突

発
的
な
車
線
変
更
な
ど
安
全
運
転
の
義
務
違
反

が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
高
齢
者

の
交
通
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、
歩
行
中
は
横

断
歩
道
外
を
横
断
中
に
左
か
ら
来
る
車
と
の
衝

突
、
自
転
車
乗
車
中
は
交
差
点
で
の
出
会
頭
で

の
衝
突
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
自
転
車
に
は
、
そ
の
他
の
ル
ー
ル
違
反
も
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
飲
酒
運
転
、
二

人
乗
り
、
携
帯
電
話
や
イ
ヤ
ホ
ン
の
使
用
に
つ
い

て
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
罰
則
も
あ
り
ま
す
。

主体�
状態

区分
総数

主　　体　　別 状　　　態　　　別

子ども 高校生 高齢者 その他 歩行者 自転車 原付車 自二車 自動車 その他
運転中 同乗中

死 者 数 5 1 0 3 1 2 1 1 1 0 0 0 0
傷 者 数 285 28 14 53 190 33 68 18 9 155 106 49 2

■主体別・状態別交通事故による死傷者発生状況（平成２４年）

■年別交通事故発生状況 ■時間帯別人身事故数（平成２４年）

平成22年 平成23年 平成24年

事故件数 1,518 1,499 1,471
人身事故 305 276 232
死　　者 2 4 5
傷　　者 365 312 285

時間帯

区分

０時　
～４時

４時　
～８時

８時　
～12時

12時　
～16時

16時　
～20時

20時　
～24時

件　数 7 27 67 46 71 14

死者数 1 1 0 0 2 1

傷者数 7 27 87 56 92 16

自
転
車
・
高
齢
者
が
か
か
わ
る
事
故
多
発
。

２
年
連
続
で
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
は
増
加

平成２２年から
平成２４年の
３年間の死亡事故件数　　　件１１

市内事故マップ
平成２２年から平成２４年の₃年間の死亡事故発生場所

女子高校生が夜間、携帯電話を操作しな
がら無灯火で走行中、前方を歩行中の看

護師（57歳）の女性と衝突。看護師には重大な障
害（手足がしびれて歩行が困難）が残った。
〈横浜地方裁判所、平成17年11月25日判決〉

� ◆賠償額 5,000万円　

自転車でも、事故を起こせば
責任が重くのしかかってきます

自
転
車
の
危
険
運
転

4

4

4

4

が
増
え
て
い
ま
す
！

市内交通事故発生場所の、
より詳細な情報は埼玉県
警察ホームページの事件・
事故マップでご覧ください。

http://www.police.pref.saitama.lg.jp/
kenkei/kotuanzen/jikenjiko-map/
index.html

（ＱＲコード）

傘さし運転禁止

並進禁止
携帯電話、イヤホンを
使用しながらの運転は禁止

事例



交通安全協会の黄色傘、交通安全母の会の
ランドセルカバー、反射材贈呈の様子
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交
通
安
全
協
会

交
通
指
導
員

交
通
安
全
母
の
会

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

地
域
に
密
着
し
た
交
通
安
全
を
市
内
全
域
に
広
め
る

子
ど
も
た
ち
の
登
校
時
の
安
全
を
守
る

地
域
の
つ
な
が
り
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る

元
気
な
あ
い
さ
つ
で
交
通
安
全
の
意
識
を

　
鴻
巣
地
区
交
通
安
全
協
会
北

本
支
部
は
、
市
内
の
各
自
治
会

よ
り
選
出
さ
れ
た
役
員
で
構
成

さ
れ
、
交
通
安
全（
事
故
防
止
）

活
動
、
交
通
安
全
教
育
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
入
学
児
童
へ
の
黄
色
傘
の

贈
呈
、
登
下
校
時
の
交
通
指

導
・
交
通
安
全
教
室
の
実
施
、

各
自
治
会
等
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
時
の
交
通
整
理
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
、
枝
切
り
作
業
、

交
通
安
全
週
間
で
の
広
報
車
活

動
、
女
性
・
高
齢
者
運
転
実
技

体
験
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
交
通
指
導
員
は
、
公
募
に
よ

り
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
30
人
の

市
民
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
朝
、
子
ど
も
た
ち
が
通
学
す

る
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
、
交
通

量
の
多
い
危
険
な
交
差
点
に
立

ち
、
安
全
通
行
の
た
め
の
交
通

指
導
や
誘
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
も
交
通
整
理
や
誘
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
指
導
員
会
の
会
長
を
務

め
る
伊
藤
治
さ
ん
は
、「
自
転
車

の
交
通
量
が
増
え
た
の
で
す

が
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
ち

ま
す
。
携
帯
や
音
楽
を
聴
く
な

ど
の
、
な
が
ら
運
転
や
信
号
無

視
が
多
い
で
す
。
自
転
車
も
軽

　
交
通
安
全
母
の
会
は
、
主
に

北
本
市
内
に
住
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
小
学
校
入
学
式
で
の
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
・
中
学
校
入
学
式

で
の
自
転
車
反
射
材
の
贈
呈
、

交
通
安
全
協
会（
ひ
ろ
め
隊
）と

協
力
し
、
小
学
校
低
学
年
対
象

の
交
通
安
全
親
子
教
室
の
開

催
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
向
け
自
転
車

運
転
免
許
講
習
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
北
本
市
内
に
は
多
く
の
交
通

安
全
団
体
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

車
両
で
す
か
ら
、
交
通
法
規
は

守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
子
ど
も

は
大
人
を
ま
ね
し
ま
す
か
ら
、

大
人
が
ま
ず
交
通
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
ほ
し
い
」と
交

通
安
全
の
最
前
線
に
い
る
か
ら

こ
そ
の
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
指
導
員
に
は
、

女
性
や
若
い
人
も
活
動
し
て
い

ま
す
。
交
通
指
導
員
の
横
塚
翔

一
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
見
る
と
、
や
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」と
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

た
め
、
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん

は
今
日
も
、
市
内
各
所
で
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
少
し
で

も
つ
な
が
れ
ば
と
願
い
、
活
動

し
て
い
ま
す
」と
会
長
の
那
須
野

悦
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
北
本
市
で
子
ど
も
を
育
て
る

皆
さ
ん
の
思
い
が
今
日
も
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

地
域
の
安
全
を
守
る

０1０3

０4 ０２

朝の登校を見守る交通指導員。
雨の日も風の日も子どもたちの安全を守ります。

とまちゃんランドセルカバー。
子どもたちにも好評です。

交通安全協会によるカーブミラーの清掃。
目に見えないところで働いてくれている人たちがいます。

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

は
、
各
学
校
区
か
ら
１
人
、
市

教
育
委
員
会
よ
り
委
嘱
さ
れ
た

交
通
安
全
・
防
犯
に
関
す
る
地

域
学
校
安
全
指
導
員
で
す
。
学

校
内
や
通
学
路
な
ど
の
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
、
登
下
校
時
の
危
険

箇
所
の
監
視
、
各
地
域
で
子
ど

も
を
見
守
る「
学
校
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
）」の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

中
丸
小
学
校
で
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い

る
牛
山
武
彦
さ
ん
は「
子
ど
も

た
ち
に
一
声
か
け
て
元
気
に
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
で
注
意

心
が
喚
起
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
と
交

通
事
故
防
止
に
役
立
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
、
事
故
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
た

い
。
通
学
路
の
安
全
が
常
に
確

保
さ
れ
る
た
め
に
は
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
の
人
た
ち
が
協

力
し
て
日
ご
ろ
か
ら
交
通
安
全

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
多

く
の
人
に
対
し
て
交
通
安
全
の

啓
発
活
動
も
や
っ
て
い
き
た
い
」

　

牛
山
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
、

本
気
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

考
え
、
行
動
し
て
く
れ
る
人
た

ち
が
北
本
に
は
い
ま
す
。

　
支
部
長
の
滝
瀬
勝
一
さ
ん
は

「
地
域
で
の
交
流
時
に
事
故
防

止
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
や
交
通
安
全
の
意
識
を
次
世

代
へ
と
引
き
継
い
で
も
ら
う
こ

と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
い

う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
楽
し
く
取
り
組
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
１0
月
１６
日（
水
）に
は
女
性
・

高
齢
者
向
け
交
通
安
全
教
室
が

20
周
年
記
念
で
の
実
施
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
当
日
は
交
通
安

全
母
の
会
と
協
賛
で
自
転
車
教

室
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

北
本
に
は
日
々
、
交
通
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
多
く
の
人
た
ち
が
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を

見
守
る
、
高
齢
者
向
け
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
す
る
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃
す
る
な
ど
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
安
全
は
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
努
力
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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最後に

自転車安全利用五則

高齢者の交通事故防止のポイント

　
市
内
で
は
高
齢
者
や
自
転
車
の
関
係
す
る

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
は
事
故
の
特
徴
を
理
解
し
、

ま
た
ご
自
身
の
身
体
能
力
な
ど
の
変
化
を
自

覚
し
て
、
無
理
な
横
断
な
ど
を
せ
ず
、
十
分

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
自
転
車
に
乗
ら
れ
る
方
、
自
転
車
は
車
両

で
す
。
事
故
を
起
こ
せ
ば
重
大
な
責
任
が
生

じ
ま
す
。
自
転
車
が
加
害
者
と
な
り
、
事
故

を
起
こ
す
主
な
要
因
は
、
安
全
運
転
義
務
違

反
や
一
時
不
停
止
、信
号
無
視
で
す
。
ま
た
、

歩
道
を
通
行
す
る
自
転
車
に
よ
る
事
故
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
、
高
齢
者
や
高
齢
者

マ
ー
ク
を
表
示
し
て
い
る
自
動
車
を
見
か
け

た
ら
、
そ
の
行
動
の
特
徴
を
理
解
し
、
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
転
車
に
つ
い
て
も
急
な
進
路
変
更

や
飛
び
出
し
な
ど
の
危
険
を
予
測
し
て
運
転

し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
は
、
大
人
が
手
本
を
示
し
な
が

ら
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
理
解
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

交
通
ル
ー
ル
は
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

高齢者の交通安全

　北本市では、高齢者の交通事故
が多発しています。特に、高齢者は
「歩行中」または「自転車乗車中」
の事故が他の年代に比べて多く発
生しています。
　交通事故にあう危険性を少しで
も低くするために、次の「高齢者の
交通事故防止のポイント」を日ごろから実践し、習慣づ
けましょう。

高齢者の事故の特徴を表した

「あじのひらき
4 4 4 4 4 4

」に注意しましょう

１．�道路を横断するときは、「横断歩道」を渡る。赤
信号・黄信号・青信号点滅時は横断せずに、青
信号になるまで待つ
２．車の直前・直後の横断はやめる
３．車道の斜め横断はやめる
４．�夕暮れ時や夜間の外出は、明るい色の衣服や反
射材を身に着け、運転者からよく見えるようにする
５．�自動車乗車中は、身体能力、認知能力の変化を
自覚して、ゆとりある安全運転をする
６．�70歳以上の運転者は、高齢運転者標識（高齢
者マーク）を付ける

自転車の交通安全

　自転車は誰でも気軽に乗れる便
利さと健康志向、環境への配慮など
で通勤・通学などに利用する人が増
えていますが、その反面、ルール違
反やマナーの悪さが問題となってい
ます。自転車は、道路交通法では車
両の一種（軽車両）で、自動車やバ
イクと同じようなルールが定められて
います。違反すれば罰則もあります。乗るときはルールを
守り、安全に利用するために次の「自転車安全利用五
則」を守りましょう。

　北本市の現状をみると、自転車、高齢者の事故が多い
ことが分かります。そこで自転車、高齢者の交通安全の
ポイントをまとめました。

１．自転車は、車道が原則、歩道は例外
２．車道は左側を通行
３．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
４．安全ルールを守る
　◦飲酒運転や二人乗り、並進の禁止
　◦夜間のライト点灯
　◦交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
　◦携帯電話やヘッドホンの使用禁止　など
５．子どもはヘルメットを着用

あ　歩く人（歩行者）
じ　自転車に
の　乗る人
ひ　左側から来る車と衝突（横断中の衝突）
ら　ライトがつくころに多発（日没から２時間）
き　近所で油断（自宅から半径５00ｍ以内で起きている）

自転車・高齢者の事故を
防止するには…！

次
号
の
特
集
は「
北
本
ま
つ
り
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ひとごとではない、交通事故特集




